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スクワでのとくにスー パー マー ケットなどの発達がそれをもたらしているという。 
  通常市場と関わりのある人々 は自分と関わりのある市場にしか行かないため、その都市の市場の全貌を知っ
ている人は稀である。また、残念ながら筆者もモスクワの市場そのものの動向に関心を持っている人を知らな
い。たしかに、品揃えのいいスウェー デン資本のストックマン、トルコ資本のラムストー ルなどの大型スー パ
のー発展は著しいものがあり、これらには劣るが中小規模のチェー ン式のスー パー も発展を続けており、これ
らがいわゆる市場の役割を縮小させている面もなくはない。実際、筆者はこれまで筆者は55箇所の市場と10









には、トルゴー ヴィイ・ツェントル торговый центр(ショッピング・センター )、トルゴー ヴィイ・ドー ム
торговый дом(商業ビル)、トルゴー ヴィイ・コンプレックスторговый комплекс(商店集合体)、トルゴー ヴィ
イ・リャー ドторговый ряд(商店街)といった言葉も使われている。 





















ようになると、「イチバ」とかリー ノック、ヤー ルマルカと呼ばれなくなってくる。 
  このイメー ジの問題をいったん捨象してみると、日本で「イチバ」とか、ロシアでリー ノック、ヤー ルマル
カと呼ばれなくなったものを含めて、意味上の市場は、通常その地の人々 の消費の増加とともに拡大すること
になる。そして、上記の観察者が市場の領域を奪っているように見えるスー パー マー ケットなどを、市場の本
来の意味に即してその中に含有してみれば、モスクワの消費の増加とともに市場の増加があるということは否
定できないものとなる。そこで、イメー ジを尊重すれば、露天や小店舗の立ち並ぶ形態のものを市場と呼ぶと










  こんにちのモスクワで「コルホー ズ市場」というと、建物の中にならぶカウンター がイメー ジされる。そこ































































  元気なコルホー ズ市場はむしろ中心部から少し離れた所にある場合が多い。市内北方のコルホー ズ市場であ
る最寄りの地下鉄駅からあるいて10分ぐらいの所にあるセベルニイ市場は比較的新しい建物の中にあり、客も
多く、売り場は充実している。市内南側にはチェリョムスキイ市場とダニロフスキイ市場があるが、こちらも














れ、繁盛しているコルホー ズ市場もある。したがって、大型スー パー がコルホー ズ市場の客を奪って、コルホ
ズー市場が衰退しているという図式はいつも正しいとはいえない。 
  コルホー ズ市場のほかの種類のイチバ、カウンター ではなくキオー スクが軒を連ねた食料品市場や衣類など
の日用品市場はむしろ、拡大している。それから郊外型の市場は、車客が多いらしく、地図で見るより敷地が
広がっていることも多い。 
  ただ、コルホー ズ市場をはじめとするイチバの利用しづらいところがある。多くのイチバでは、管理事務所
が警備員を雇い、治安面でも大きな問題がない反面、営業時間が限られていることである。この点は営業時間
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